
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023/6/23 No.44 

ＪＲ東労組青年部 
（東日本旅客鉄道労働組合青年部） 

発行責任者 宮下 洋介 
Ｐｏｉｎｔ 
JR 東労組青年部「２０２３沖縄平和研修」 Part③ 
本部青年部情報誌「POINT」の４３号に引き続き、５月１３日～１５日に開催された、「ＪＲ東労組青年部

２０２３沖縄平和研修」についての情報になります。沖縄の地で学んだことを紹介していきます。 

④ひめゆり平和祈念資料館   

 ひめゆり同窓会を母体とする財団法人（現ひめゆり

平和祈念財団）によって、１９８９年６月２３日に設立さ

れました。館内では、当時の学校生活を伝える写真や

資料、病院壕を再現したジオラマや生存者からのメッ

セージなどを展示しています。 

⑤ひめゆりの塔 
 ひめゆり学徒隊の最後の地の一つである伊原第

三外科壕の上に建てられた慰霊碑です。同壕は沖

縄陸軍病院第三外科勤務の職員やひめゆり学徒

隊が南部撤退後に避難した壕で１９４５年６月１９

日朝、米軍の攻撃により多くの生徒や教師が亡く

なりました。 

⑥悌梧
で い ご

の塔 
 私立昭和高等女学校の方たちで組成された「悌梧学徒隊」を

祀った塔です。悌梧学徒隊はひめゆり学徒隊と違い、野戦病

院に配属され、戦場での看護活動を行っていました。悌梧之塔

には学徒隊の戦死者数９名、職員３名、生徒５０名の計６２名

の名前が刻まれています。 

Part④へ続く 

⑦魂魄
こんぱく

の塔 
 住民や軍人など、沖縄戦で亡くなった約３万５千人の遺
骨が、軍民や人種を問わず葬られている沖縄最大の慰霊
塔です。戦後、最も早く住民の手でつくられ、平和への想
いを込めた塔です。魂魄の塔では正式な慰霊祭はありま
せん。毎年６月２３日の「慰霊の日」には、国立戦没者墓苑
には行かず、多くの県民がこの地に訪れます。「魂魄の
塔」は、この地で命を落とした全ての人々の供養をしてい
ます。沖縄にある数多くの戦跡の中でも、沖縄の人々の慰
霊地として平和を訴える重要な場所であります。 


